





































































鳴門教育大学 梅津 正美 島根大学 加藤 寿朗
岡山商科大学 前田 健一 広島文教女子大学 新見 直子
―１６２―
表１ 教授書「太平洋戦争」の学習問題の構成





























































































































































































































































































































帰納的推論 演繹的推論 社会的判断 批判的思考
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▼ ▼ ▼ ▼
の女性の意見〉」
出典：（大日方純夫他著日本近現代史を読む新日本出版
社，p.168より引用。一部表記を変更した。）
社会的判断問題：問題３
資料５は，1944（昭和19）年２月23日付けの毎
日新聞朝刊に掲載された記事で，海軍省の担当
だった新名丈夫記者が書いたものです。この記事
を読んだ当時の東條英機総理大臣兼陸軍大臣は，
「陸軍の根本作戦への批判である」として激怒し，
記事を掲載した新聞の発行禁止を命じました。
資料５
小問１：記者の報道の仕方について，あなたは
どのように考えますか。あなたの考えに近いもの
を，①～③から選び，番号で答えなさい。①記者
の報道の仕方は，正しいと思う。②記者の報道の
仕方は，正しくないと思う。③どちらとも言えな
い。
小問２：あなたはなぜそのように考えましたか。
その根拠を の中に説明しなさい。
批判的思考問題：問題４
ようこさんは，戦時中の日本国民のくらしにつ
いての調べ学習で，人々の身体と健康に着目して，
「強制された健康」というテーマで発表しようと
計画しています。ようこさんは「強制された健康」
というテーマで何を伝えようとしたのでしょう
か。ようこさんの発表のねらいを，右の資料６と
資料７をもとに考えて， の中に説明しな
さい。
資料６ 健康の増進と結核予防を宣伝するポス
ター
（図版省略）
標語は「健康は身のため国の為」
（内務省1930年ごろ）
標語は「結核ない国強い国」
（結核予防会1939年）
出典：（鹿野政直桃太郎さがし－健康観の近代－朝日新
聞社，p.32より引用。）
資料７ 戦時下の女性のつとめ（婦人雑誌のさし
絵から）
（図版省略）
出典：（鹿野政直桃太郎さがし－健康観の近代－朝日新
聞社，p.37より引用。）
―１７０―
見出し
「勝利か滅亡か。戦局はここまで来た。竹槍で
は間に合わない。飛行機だ，海洋航空機だ。」
記事本文
「眼をしっかりと開いて見なければならない，
敵の猛烈な侵攻を。開戦以来二年二ヶ月緒戦の
熱気あふれる日本軍の進撃に対する敵の盛り返
しにより，勝利か滅亡か国家の存亡の事態が現
実となりつつあるのだ。大東亜戦争は太平洋戦
争であり海洋戦である。本土沿岸に敵が侵入し
てきたら，もはや万事休すである。竹槍では間
に合わない。飛行機だ，海洋航空機だ。
ガダルカナル以来，過去一年半余り，わが忠
勇なる陸・海軍の将校・兵士の死闘にもかかわ
らず，太平洋の戦線は次第に後退の一途をた
どっている。このいきどおるべき事実をわれわ
れは深く考えなければならない。敵が飛行機で
攻めてくるのに竹槍をもっては戦えないのだ。
問題は兵力の結集である。」
出典：（記事は，春原昭彦日本新聞通史新泉社，p.224
より一部要約して引用。現代文に改めた。）
（さし絵中の評語の現代文）
丈夫な体の子供を望むならば，まず，
母親の健康を心がけよ
